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改訂モデル・カリキュラムに基づいた
薬学実務実習に関する事前調査報告

全国のまとめ（平成27年度）

薬学教育協議会
薬学教育調査・研究・評価委員会
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地区 学生数
施設

（回答率）
受入れ人数
（期限定）

Ⅰ期
（2月中旬～

5月初旬）

Ⅱ期
（5月下旬～

8月初旬）

Ⅲ期
（9月初旬～
11月下旬）

Ⅳ期
（12月初旬～
翌年3月初旬）

北海道 474
薬局（55.8） 533（433） 70(1) 182(2.6) 181(2.5) 100(1.4)

病院（72.5） 504（480） 24(1) 165(6.8) 177(7.3) 138(5.7)

東北 625
薬局（62.3） 942 （797） 158（1） 320（2.0） 319（2.0） 145（0.9）

病院（75.9） 891（840） 51（1） 302（5.9） 299（5.8） 237（4.6）

北陸 396
薬局（53.0） 934（784） 148（1） 325（2.1） 311（2.1） 150（1.0）

病院（93.0） 582（553） 29（1） 190（6.5） 215（7.4） 148（5.1）

関東 4683
薬局（66.0） 5,786（4981） 953（1） 2062（2.1） 1966（2.0） 805（0.8）

病院（37.8） 3,890（3533） 357（1） 1304（3.6） 1312（3.6） 917（2.5）

東海 764
薬局（51.9） 798（703） 128（1） 292（2.2） 283（2.2） 95（0.7）

病院（75.9） 931（908） 23（1） 301（13.0） 317（13.7） 290（12.6）

近畿 2395
薬局（65.0） 2,885（2450） 428（1） 1,016（2.3） 1,006（2.3） 435（1.0）

病院（74.3） 2,459（2343） 116（1） 799（6.8） 840（7.2） 704（6.0）

中国・四国 713
薬局（58.6） 1,783（1610） 339（1） 670（1.9） 601（1.7） 173（0.5）

病院（75.1） 1,141（1091） 50（1） 379（7.5） 405（8.1） 307（6.1）

九州・山口 908
薬局 944（776） 294（1） 247（0.8） 235（0.7） 168（0.5）

病院 1,243（1145） 98（1） 394（4.0） 400（4.0） 351（3.5）

実習生受入れ人数
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地区
学生
数

施設 （回
答率）

受入れ人数
（期限定）

Ⅰ期
（2月中旬～

5月初旬）

Ⅱ期
（5月下旬～
8月初旬）

Ⅲ期
（9月初旬～
11月下旬）

Ⅳ期
（12月初旬～
翌年3月初旬）

北海道 474
薬局（55.8） 533（433） 70(1)(79) 182(2.6)(197) 181(2.5)(197) 100(1.4)

病院（72.5） 504（480） 24(1) 165(6.8) 177(7.3) 138(5.7)

東北 625
薬局（62.3） 942 （797） 158（1）(125) 320（2.0）(250) 319（2.0）(250) 145（0.9）

病院（75.9） 891（840） 51（1） 302（5.9） 299（5.8） 237（4.6）

北陸 396
薬局（53.0） 934（784） 148（1）(79) 325（2.1）(158) 311（2.1）(158) 150（1.0）

病院（93.0） 582（553） 29（1） 190（6.5） 215（7.4） 148（5.1）

関東 4683
薬局（66.0） 5,786（4981） 953（1）(936) 2062（2.1）

(1872)
1966（2.0）

(1872) 805（0.8）

病院（37.8） 3,890（3533） 357（1） 1304（3.6） 1312（3.6） 917（2.5）

東海 764
薬局（51.9） 798（703） 128（1）(152) 292（2.2）(304) 283（2.2）(304) 95（0.7）

病院（75.9） 931（908） 23（1） 301（13.0） 317（13.7） 290（12.6）

近畿 2395
薬局（65.0） 2,885（2450） 640（1）(479) 828（2.3）(958) 762（2.3）(958) 435（1.0）

病院（74.3） 2,459（2343） 116（1） 919（6.8） 959（7.2） 907（6.0）

中国・四国 713
薬局（58.6） 1,783（1610） 339（1）(142) 670（1.9）(284) 601（1.7）(284) 173（0.5）

病院（75.1） 1,141（1091） 50（1） 379（7.5） 405（8.1） 307（6.1）

九州・山口 908
薬局 944（776） 294（1）(302) 247（0.8）(302) 235（0.7）(302) 168（0.5）

病院 1,243（1145） 98（1） 394（4.0） 400（4.0） 351（3.5）

実習生受入れ人数（薬局→病院で限定した場合）
（ ）内は人数比率
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地区
施設

（回答率）
がん 高血圧 糖尿病 心疾患

脳血管
障害

精神神経
疾患

免疫・アレル
ギー疾患

感染症

北海道
薬局（55.8） 57 95 95 83 77 77 82 84

病院（72.5） 83 98 97 92 75 54 86 99

東北
薬局（62.3） 67 98 97 97 92 81 90 88

病院（75.9） 90 95 94 92 88 47 83 93

北陸
薬局（53.0） 73 95 95 94 94 75 86 85

病院（93.0） 80 93 93 91 85 47 78 91

関東
薬局（66.0） 65 97 97 95 91 79 91 86

病院（37.8） 80 93 93 88 83 56 71 89

東海
薬局（51.9） 54 94 93 89 84 77 88 86

病院（75.9） 93 95 94 92 89 52 83 95

近畿
薬局（65.0） 68 97 97 94 91 82 92 87

病院（74.3） 87 96 94 90 84 50 80 94

中国・
四国

薬局（58.6） 66 95 95 93 91 75 89 85

病院（75.1） 79 92 92 87 86 46 73 91

九州・
山口

薬局 63 97 96 94 88 70 90 86

病院 86 94 94 87 82 42 74 93

代表的疾患を実施できる施設の割合 （%）
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【まとめ】
8地区の調査結果は、ほぼ同様の傾向を示しており、まとめると以下のようになる。
1. 実習の受入れ人数比率は以下のようになった。

Ⅰ期を1とした時
薬局実習：Ⅱ期およびⅢ期で1～2、Ⅳ期で1未満
病院実習：Ⅱ期/Ⅲ期/Ⅳ期で2以上

2. 実施可能な代表的疾患について以下のような傾向がみられた。
1）薬局では、がんを実施できる施設が最も少なく、次いで精神神経疾患であった。
2）病院では、精神神経疾患を実施できる施設が最も少なく、次いで免疫・アレルギー
疾患であった。

3）全体でみると、がんを除く疾患は薬局である程度実施可能で、がんを病院で
集中的に実施すると、薬物治療に関する実習は効率的になるように思われる。
また、がんを実施できる薬局は他の疾患に関わることが出来る可能性が高い。
これらのことから代表的疾患を効果的に実施するためには薬局→病院が望ましいと思
われる。

3. 実習内容については以下のことがわかった。
1）薬局・病院共通する内容については病院で実施できる確率が高い。
2）病院では周産期および小児医療の体験ができる施設が少ない。

以上のことから
Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期・・・・薬局実習、Ⅱ期、Ⅲ期、Ⅳ期・・・・病院実習
として薬局実習を先に実施することで新コアカリに準じた実習が可能であると思われる
＊病院については回答率が低い地域では確定的ではないが現状と傾向から判断した。
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